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ホログラフィックメモリーは、従来の光メモリーよりも高い記録密度・転送レートが実現可能な次

世代の光メモリーとして期待されている。我々は位相変調型時系列コリニアホログラフィックメモリ

ー：PTCH（Phase modulated Time series Collinear Holographic memory）という新しい方式のホログラフ

ィックメモリーを提案し[1]、記録再生特性を検証してきた。数値計算の結果から、PTCH ではページ

データの中心画素においては強度変調型[2][3]に比べて切り替わりの明瞭な再生信号を得られること、

一方でページデータの中心からメディアシフト方向と平行な方向にずれた位置にある画素では再生の

忠実度が悪化することが明らかになっている[4]。 

今回我々は PTCH の原理実証実験を行った。Fig.1 に示すように SLM 上の異なる位置に同じ情報を

持った時系列信号を記録し、再生時には信号光領域に一様な位相を表示させることで再生光と干渉さ

せ、4 ステップ法を用いて位相を検出した。その結果 1T = 500 nm、記録・再生間隔 100 nmの条件で、

記録した位相を正しく再生することに成功した(Fig.2 Ch.1-1)。また、数値計算で明らかになった再生忠

実度の信号光位置依存性についても確認することが出来た(Fig.2 Ch.2-1)。信号光位置に依存した再生信

号の乱れは、入力位相に予め線形な位相を付加することでほぼ完全に打ち消せることが数値計算で確

認されており[4]、今後はその効果についても実験的に調査していきたい。 
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Fig.2 Reconstructed phase at different position Fig.1 Experimental setup of PTCH 
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